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【赤須】能美市の副市長から、「地域づくり

屋台」という懐かしい言葉が出てきまして、

そうか１３年前から私はこんなことをやって

いるのだなと。感慨にふけっている場合では

ないのですが。 
今日は能美市という里山でこのような会を

開くことができました。１３年間を振り返っ

てみますと、都市部か過疎地かという二つぐ

らいでやってきていたわけです。今日はその

山間部と平野部がちょうど入り混じっている

中間地にある山里、里山といったところで開

くということは、これからの地域づくりを考

える上で非常に示唆に富んでいるかと、今、

感慨にふけっていたところです。 
 つまり、中山間地にしても都市部にしても、

地域にはそれぞれに意味がある、価値がある

と思っているわけですが、特にこの里山の地

域というのは、都市部の人にとっても意味が

あり、山間地の人にとっても都市部との交流

ということで意味合いがあるのではないかと

思っています。それぞれの地域の価値を交換

したり交流したりすることを考えるためには、

絶好のシチュエーションではなかったかと思

い、手を挙げてくださった能美市の方の慧眼

に敬意を表したいと思います。 
パネルディスカッションでは、前半の部分

で分科会の報告をします。その後、今日のテ

ーマが「地域の価値を発見、磨く、活かす」

ということですので、パネリストの皆さんが

お考えになっている地域の価値とはどういう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ものであるのかを具体例を引きながらお話し

いただき、その後、会場から少し意見をいた

だき、セッションをしていきたいと考えてい

ます。 
 それでは、分科会の報告ですが、少し意図

がありまして、第１分科会から順ではなく、

森山さん（第１分科会）、近藤さん（第３分科

会）、水野さん（第５分科会）、辻さん（第４

分科会）、谷内さん（第２分科会）の順でお願

いしたいと思います。前半の３人の方は、今

日はこの会場の中で分科会をやりました。後

半の２人の方はフィールドワークをやってこ

こに来られたので、少し違う気がしましたの

で、その順番でいきたいと思います。 
 では、森山さんから、分科会の概要を軽く

説明してください。そして、できれば分科会

の中で森山さんご自身が何を感じ、新しい価

値という意味ではどのようなことがあったの

か。その辺のことをお話しいただきたいと思

います。 
 
■第１分科会 報告 

繋がりからのまちづくり 

～未来へ繋ぐ市民と行政の協働～ 

【森山】第１分科会の報告をさせていただき

ます。私たちのテーブルは「協働」がテーマ

でした。関戸さんという、名古屋で起業を支

援するＮＰＯの代表理事をされていらっしゃ

る方をゲストにお招きして、協働について考

えました。今回は協働について組織と組織の

協働ということに限らず、いかに地域の人た

ちが持っている物や能力、そういったものを

つなぎ合わせて地域課題を解決していけるの

かということを、実例をお聞きしながら、議

論を深めてみたところです。 
 私たちのグループで見えてきた地域の価値

というのは「ソーシャルキャピタル」でした。

これは日本語には「社会関係資本」と訳され

るそうで、地域課題の解決を地元の人たち、

地域の人たちの力でやっていく。まずは「こコーディネーターの赤須 治郎氏 
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うしたいんだ。ああしたいんだ」という思い

があります。それに対して共感してくれる人

が集まってきます。あるいは「こんなことを、

私、できるよ」とか「これ、使ってよ」とか、

あるいは「こんな情報があるよ」ということ

が、「こうしたい」ということに対して集って

きます。そして、それによって継続的に地域

の課題を解決していけるようなビジネスがそ

こに生まれてくる。このことを、この繋がり

の部分を「ソーシャルキャピタル」というの

です。この繋がりが、どうも大事なのだとい

うことが分かりました。 
 そのためには一番最初に誰かが声を発さな

ければいけないのですが、何か地域の中で解

決したい課題、公共的なサービスを提供した

いということに対して、企業も「自分はこう

いうものを持っていますよ」、個人の方も「自

分はこんなことができますよ。市民活動とし

てこういうサービスができますよ」。あるいは

行政としては「こんな支援ができますよ」と、

それぞれが自分の持っているものを出し合っ

て、差し出していくことが一番の基本です。 
 それによって構築されることを、先ほどの

社会関係資本といいますが、まさにこれが私

たちが地域づくりをやっていく上での価値な

のではないかと。こういうソーシャルキャピ

タルをどんどん資本として積み上げていくと

いうことが、地域としての価値を高めていく

ということなのではないか。こういうことが

第１分科会では話されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実際に後半は、皆さんが持っている地域課

題をグループの中で書いて、今日集まった人

たちだけでどのぐらい解決できそうかという

ソーシャルキャピタルづくりの第一歩をワー

クでやってみました。協働の一番きっかけに

なる繋がりをつくるということを少し擬似的

に体験したのです。私自身はこのソーシャル

キャピタルというとカタカナで何だか分かり

にくいのですが、要は繋がりの強さであった

り深さであったり、そういったことが地域に

どんどん生まれてくるということが地域づく

りの中での価値なのではないかということを

感じました。 

 

■第３分科会 報告 

水と食から地域を見直す 

～毎日の生活の中にこそ、価値あるものが～ 

【近藤】第３分科会は「水と食」という切り

口で、パネルを進めてまいりました。それぞ

れパネラーの方に、今やっていることを、自

己紹介を兼ねてお話ししていただきました。

次にパネラーの皆さんが水および食を切り口

とした、今、考えていること、やりたいこと

等々についてお話ししていただきました。 
 特に地域の資源とは何かということについ

て、いろいろお話ししていただきました。住

んでいる地域や年代も少し違い、若い木村さ

んはマニュアル世代だということで、新しく

古い物をどういうふうに新しい形へ作り上げ

ていくかということについて、お話しいただ 
きました。藤木さんは、美川のまちづくりと

いうことをスタートにして、トミヨを環境問

題にも少し進めていって、最終的にはまちづ

くりが一番大事なのだと。松中さんは大聖寺、

加賀の方の人ですから、北前船の持っていた

財産というか、保存食等々のことについて、

これを掘り起こそうという形で議論を進めて

まいりました。 
会場の方にバトンタッチしましたところ、 

吉田さんから水の検定という提案がありまし 第１分科会コーディネーターの森山 奈美氏
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た。日本の場合はおいしい水があります。特

に松任、白山市の手取川流水の水はおいしい。

これを価値あるものにもっていくためには、

やはりきちんとした仕組みが必要なのではな

いかという提案もありました。それから高塚

さんから、米粉を使っていろいろなことをや

ってみたらバリエーションが増えたというお

話もありました。最後には桐野さんの方から、

雑煮、祭り寿司という形で、いわゆるハレの

食事、ケの食事のところから、何か出てくる

のではないかということで、それぞれについ

て少しお話ししていただきまして、この会を

閉じました。 
 

【赤須】ありがとうございます。「水と食」

という切り口でしたが、言い換えると水とい

うのは地形であり台地のことです。食という

のは、その上に築き上げた人間の文化のこと

です。私たちの地域づくりは、地域的環境、

地形のようなものに根本的には規定されてい

るが、その上に乗っている文化みたいなこと

も変えていく。それが地域づくりではないか

と。環境に影響されながらも、その上にある

ものを変えていこうというようなことがある

だろうと。今回はそういうテーマで、「水と食」

ということで、郷土の環境と食文化というよ

うなことを話していただいたと思いました。

ありがとうございます。 
 次は水野さん、お願いします。 
 

■第５分科会 報告 

デザインが持つ“ちから” 

～地域資源をデザインするまちづくり～ 

【水野】「デザインが持つ“ちから”」という

第５分科会について簡単にご報告します。最

初に金城大学の黒川さんから、デザインの基

本的なことをお話しいただきました。デザイ

ンにはプロダクトとグラフィックとスペース

の三つがある。今回の議論はグラフィック、

あるいはスペースのデザインだという、基本

的なことを教えていただきました。 
 その後、彦根からいらっしゃった長﨑さん

から、ひこにゃんというイメージキャラクタ

ーのお話をいただきました。それを期待して

参加された方が多く、いろいろ楽しく紹介し

ていただきました。結局、ひこにゃんという

イメージキャラクターはグラフィックデザイ

ンです。それがうまくいったわけです。築城

４００年祭にちなんで、ひこにゃんが出てき

たわけですが、そのイベント全体で５億円を

投入し、直接的な経済効果として１７４億、

波及効果も含めると３３８億、グッズ売り上

げだけで１７億という、すごい効果なのです。 
 それで成功のポイントをいくつか教えてい

ただきました。一つは、やはりひこにゃん自

体のデザインがすごく洗練されていた。もう

一つは、ネットでどんどん口コミ的に広がっ

ていったと言われました。それから、しっか

りとした４００年の歴史がある天守閣があっ

て、そこを舞台にして毎回ひこにゃんが出て

くる。単にグラフィックデザインの良さだけ

ではなく、背景としてきちっとしたスペース

デザインの優れたものがあるとおっしゃいま

した。確かにそうだと思います。 
会場から、金沢で「利家とまつ」があった

ときにもイメージキャラクターがあったけれ

ど、あまりヒットしなかったという声が出ま 
した（笑）。なぜかよく分からないのですが、 
一つは猫がブーム、漫画がブームなのではな 
いかというようなコメントがありました。詳 

第３分科会コーディネーターの近藤 哲史氏 
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しく掘り下げてディスカッションはできませ

んでしたが、そういうようなことでした。 
 長﨑さん、あるいは彦根市の方は、ひこに

ゃんブームで舞い上がっているわけではなく

て、きちっとしたスペースデザインとして、

キャッスルロードができているわけです。昔

は広すぎたと思われたけれども、この前開か

れたゆるキャラ祭りでは、２日間で５万人が

集まった。その舞台となったのがキャッスル

ロードです。そのようなきちっと空間がデザ

インされていて、その中にグラフィックのデ

ザインもうまく収まっているのではないかと

おっしゃいました。ベロタクシーとか遊覧船

とか商店街の活動など、人がたくさんまちに

来ることによって、少しずつまちの人たちも

動き出した。「まちが動き出した」と彼はおっ

しゃっていました。経済効果以外に、そのよ

うな良い効果があったということを紹介いた

だきました。 
 この分科会では、きちっとデザインするた

めには、地域の歴史性や地域性、関係性をし

っかり見つめることが大事だということを確

認しました。 
【赤須】「利家とまつ」はどうして駄目だっ

たのでしょうか。観光的にはすごくプラスに

なったのですが、その後の仕組みがなかった

のかもしれません。彦根の場合はスペースデ

ザインがしっかりしていたようなことがあっ

たのかもしれません。 
 それでは、フィールドから帰ってこられた

辻さん、お願いいたします。 
 
■第４分科会 報告 

地域資源として「まち」を活かす 

～「まちの駅」を活用した地域づくり～ 

【辻】第４分科会は「まちの駅づくり」で、

それを通しての地域づくりということで分科

会を行いました。勝山の方からの参加もあり

ました。勝山も「まちの駅」ということで、

去年の１１月１日から発足しました。鶴来の

方は去年１１月３０日からまちの駅。皆さん、

まちの駅はご存じですか。うちのメンバーも

「道の駅」と言い間違えるぐらいですが、「道

の駅」は全国に８００所ぐらいです。「まちの

駅」は１２００～１４００ヶ所です。実は東

京のＮＰＯ法人が立ち上げた事業で、これで

１１年目になります。実は今日、富士市で全

国大会を行っております。実は私も富士市に

行く予定にしていたのが、この「地域づくり

円陣」が入りまして、こちらの方に加わりま

したが、うちのメンバーは半々に分かれて参

加しています。勝山と鶴来の地元の「まちの

駅」の事業を通して地域づくりということを

行いました。 
参加者は、能美市の寺井の牛島の方、あと

は、遠く中能登からも来られました。「まちの

駅」という事業をなぜ始めたかというと、実 
は私は今日、これを見せるために着てきたの

ですが、加賀百万石ウォークを石川県の観光 
交流局と始めてから６年目になります。実は 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４分科会コーディネーターの辻 貴弘氏 

第５分科会コーディネーターの水野 雅男氏 
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私と県の担当者が、実践しない限り地域はつ

くれないということで始めたのです。鶴来は

金沢からたかが３０分のところです。金沢は

黙っていても人が来るのに、鶴来は一生懸命

やっていても人が来ない。人が来てくれるよ

うなまちづくりをしようということで始めた

のが、加賀百万石ウォークです。 
 それをやってからずっと商店街とかいろい

ろなところに行き始めたのですが、これでは

少し駄目だなと思い始めたのです。それは、

お金が落ちない。ただ名所旧跡を案内するだ

けでは地域に何も残らない。地域貢献するた

めにＮＰＯ法人を立ち上げてやったのですが、

商店街の人を振り向かせるためには、ものが

売れないと駄目なのです。そこをどうやろう

かと悩んでいたときに、実は山代で一昨年、

「まちの駅」が立ち上がったという新聞記事

が出て、見に行くと、信用組合が破産して、

ビルが空き店舗になったので、商店街が買い

取って始めただけのものでした。これでは駄

目だと思いながら、富山、富士市などへ視察

に行きました。そして、鶴来のまちの駅とい

うことで立ち上げたのです。 
 その経緯を分科会で説明しました。１１時

から鶴来の商店街を１時間歩いて、お昼は地

元の物産である舞茸や堅豆腐など、いろいろ

なものを入れたお弁当を食べました。その後、

分科会の座談会の方に入りました。終わって

から、また１時間、まちなかを歩いてここに

来ました。 
 その中で皆さんがおっしゃっていたのは、

どうやって地域づくりをしようかといっても、

結局は後継者がいないといったいつもの話に

なる。後継者がいないならどうするか。優秀

な人材を何とか引っ張りたいけれども、跡継

ぎがいないという話になる。儲けない限り、

跡継ぎはできない。飯を食えないと帰ってく

るはずはない。という話になって、そのため

にみんなでスクラムを組んで、「まちの駅」と

いうことで、今４５の事業所でやり始めまし

た。お互いの相乗効果で、売り上げが３倍に

なった店もあります。手作りパン屋さんはテ

レビに出て、売り上げ３倍。今もそれを持続

していたり、いろいろな形をやっています。

私が始めた白山比咩神社の表参道のおはぎ屋

は２年たちましたが、平日には猫しかいなか

った場所が、今は平日でも２００～３００人

ぐらい、休日は１０００近い人が来られる場

所になりました。 
 今、鶴来のまち自体は、２週間前に北陸鉄

道が廃線の話をしまして、地域づくりどころ

か、どんどん過疎化が進むのではないかとい

うぐらいの形ですが、何とかこの団体を通し

て鶴来を浮上させようと。私は石川県内で鶴

来が一番だと信じて、そのために石川県で一

番になろうということでいろいろな事業をや

っています。ほかの中能登の方なども、どの

ようにやっているのかと方法をよく質問され

ますが、とにかく実践あるのみで、後から振

り向いて考えるというような形の地域づくり

として今、鶴来は取り組んでいるという説明

をしました。 
 コーディネーターの谷本さんが、今日は予

定があり、全体会には来られなかったのです

が、鶴来の今の事業の話をしていたら、「マネ

ージメントとは真似をすることだ」と言われ

ました。ですから、富士市の真似をしました。

視察をどんどん受け入れようということで、

Ａ１サイズのパンフレットを作ったのです。

外部に対しては非常にインパクトがあるよう

で、実際に富山とか福井から、視察がかなり

入ってきています。まずは来てもらう。実際

に来てもらえれば何をやっているか分かって

もらえる。宣伝が足りないと牛島の女性の方

から非常に厳しい指摘もありましたが、こう

いったことをやりながら、何とか地域をつく

っていこうというような話を分科会でしまし

た。 
【赤須】「真似をすることもマネージメント」

と、久々に谷本亙ジョークを。いなくても伝
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わってしまうということでした。辻さんが今、

おっしゃったことは、まちの駅の機能につい

てですが、人を集めるという集客の意味もあ

り、さらにそれを経済的なものに価値を交換

していく仕組みが、そこにはあるのだという

ことです。この２点を包括しているところが、

非常にユニーク、素晴らしい点だと思いまし

た。われわれはとかく人を集める、集めれば

何とかなると思っていますが、集まってきて

くれた人たちが持っている価値と、自分たち

が持っている価値をどう交換するかというこ

とが大事なのです。そのための仕組みをまち

の駅の中で作られたというお話であったと思

います。 
 では次に谷内さん、お願いします。 
 

■第２分科会 報告 

里山からの地域づくり 

～体験をとおして見つける地域の魅力～ 

【谷内】「能美の里山ファン倶楽部」の皆さ

んと一緒に進めた分科会でした。フィールド

ワークということで、今日われわれは１１時

から出発しまして、大体帰ってきたのが３時

前ぐらいでした。８日、９日と、近くの公園

で「柚子まつり」をやっていまして、まずそ

この会場を訪れました。この柚子ですが、能

美でかつて特産品づくりをしようということ

の中で、数多く導入されたものが、なかなか

特産品としての定着をみないままに、だんだ

んと生産者が高齢化していって、現在、生産

放棄になっている地区もあったり、もしくは

外部から農業者が入ってきて、柚子団地を運

営していたりということで、今まさに、もう

一回再生して柚子の特産品化を頑張っていこ

うとやっている、その一環のお祭りです。そ

こに参加してきました。この里山ファン倶楽

部でも放棄されてしまった柚子の畑を、つる

だらけになっているところを全部取り除いて、

柚子のオーナー制みたいなことも始めていき

たいといったお話を聞きました。 

 その後、平成の名水１００選に選ばれまし

た遣水、仏大寺という地区から少し奥の方に

入ったところにある霊水公園で、ちょうどお

宮もありまして、そこで霊水を皆さんと飲ん

でみました。非常においしいお水です。そこ

は水だけを見に行ったのではなく、周辺に散

策道を能美の里山ファン倶楽部の皆さんが作

られて、里山の中をぐるっと回ってまた元に

戻ってくるような循環コースに行ってきたわ

けです。 
 仏大寺は１０軒の集落で、大変高齢化も進

んでいます。「ほっこりまつり」というお祭り

をやって、大変多くの方がそこの地域に訪れ

ているという。そんなお話も聞きました。ち

ょうどここの公民館を使って昼食をとったの

ですが、霊水のところへ行く道にも、イノシ

シが掘り返した跡の穴がたくさん空いていま

した。バスの運転手をされていた能美市役所

の方が、「退治したやつを後で食べますから」

と言って、お昼にはしし鍋も出てまいりまし

た。地元のお母さんたちが作った押し寿司も

おいしかったです。それと、保存食なのでし

ょうか。今はトンネルができたので、随分行

き来が良くなったのですが、行き来が悪かっ

た時代、なかなか生野菜も取れないような冬

の時代に、菜っ葉を塩漬けしたものをもう一

回塩で戻して、それをダイコンとしょうゆで

煮て、昆布だしで食べるという、そういう煮

物も出てきました。地元の方が作られたこう

いうものはやはりおいしいです。お母さんた

ちの話も聞きながら、お食事を楽しみました。 
 １日３００台近くの車がやってきて、名水

をくんでいくということで、人がやってくる

ようにはなっているのですが、一方で、例え

ば夜中でも水をくみに来る人がいたり、最近、

ごみを放っていく人が増えてきたとか。いろ 
いろな取り組みをして地域に人が来るのはい 
いけれども、年取った方が住みたいとおっし

ゃっても何かあったときには、果たして私た

ち自身はその方を助けることができるのか。 
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若い人が住むというなら分かるけれども、年

取った人がいいところだから住みたいと言わ

れても、少し躊躇してしまうという、本音の

話も聞きました。ただ、地域を開いていく中

で、いろいろな方々が住みたいということで、

陶芸家の方も移り住んできたりしているとい

う、プラスのところもあると。里山の散策道

づくりの活動、イベントから、そのような話

を聞きながらのお昼ごはんでした。 
 最後に炭焼き小屋です。これが里山ファン

倶楽部の最初の活動だったようですが、そち

らへ行きました。最後に、皆さんが草刈をし

たり間伐をしたりしてつけられた道を歩かせ

ていただき、ここのセンターまで戻ってきま

した。帰ってきて、参加者に感想を聞くと、

やはり地域の人々が団結して元気にやってい

る活動に非常に感動したという声が多かった

です。今日は価値という話なので、この後の

話に繋がるかもしれませんが、外からやって

きた人たちがいると、やはりうれしいのです。

いろいろな方に来ていただいた、それでうれ

しい。うれしいということの中で、少し何か

一歩前向きになって、元気になってみようか。

元気な活動を起こしてみようかという人たち

が増えてきていて、参加者の方からも、「おば

あちゃん、おじいちゃんのあの笑顔がすてき

だった」という声もありました。里山活動は

直接的には、どう里山を再生するかという活

動だとは思うのですが、そこから派生して、

人が元気になるみたいなところが非常に印象

に残ったという意見が、後半の意見交換の中

で出ていたと思います。 
 また一方で、３年間活動を続けてきたファ

ン倶楽部の活動は、いろいろな活動をしてい

るのですが、どこに重点を置いてやっていけ

ばいいのかという悩みもお聞きしました。そ

れに対して、ここに力を入れていいのではな

いかということもいろいろインプットいただ

きました。どちらかというと価値発見という

ところまではなかなか至らなかったのですが、

里山づくりの中でどのあたりに力を入れてや

っていけばいいのか、みんなでいろいろな意

見を出し合った分科会でした。 
 
【赤須】ありがとうございます。この「地域

づくり円陣」というのは、「円陣」でもあり「エ

ンジン」でもあるわけですが、それぞれ分科

会を主催することで、自分の団体が抱えてい

る課題を他の人の知恵も入れながら解決して

いこうということが狙いです。今、谷内さん

に報告していただいた分科会は、里山ファン

倶楽部が活動しているフィールドを他の人た

ちに見てもらい、いろいろ指摘をしてもらっ

たと。さらに自分たちが抱えている問題や課

題を披露しながら、解決策があるかどうかを

共に考えたという分科会の構成で、短い時間

の中でもかなりの成果は上がったということ

でよろしいですね、谷内さん。そうでもない？ 
 
【谷内】その辺は、これから「能美の里山フ

ァン倶楽部」の皆さんが、どう取り組むかに

よると思います。 
 
【赤須】そうですね。少し火をつけた。あと

は皆さんがその火をどうやってもっと熾こし

ていくかというところにあると思います。 
 分科会の報告というのは、その分科会に出

た人でないと、やはり本当のところというか

細かいところまでは、よく分からないだろう

と思います。そういったハンディがありなが

第２分科会コーディネーターの谷内 博史氏 
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らも、コーディネーターの皆さんに、逐一報

告をしていただきましてありがとうございま

す。後日、実施報告書が出ますので、何か確

かめたいことがありましたら、そちらでご確

認いただければと思います。質問もあるかと

は思いますが、次のセッションに進んで、そ

の後にフロアから質問を受けたいと思います。 
 
■地域の価値を発見するには？ 

 それでは、ずばりパネリストの皆さんに、

地域の価値をどうやって発見するか、発見す

る方法を聞きたいと思います。ただ、その発

見する方法を聞かれたら、私などは「それは

日々、感覚を鋭くして、あちこち目配りする

しかない」というようなことを言うしかない

わけです。しかし、それではあまり面白くな

いので、具体的なものでお話をいただけたら

と思います。つまり、発見する方法というハ

ウツーではなくて、こういうものに価値があ

り、こういうものをうちのところでは伸ばし

てきましたよというようなお話をしていただ

こうと思います。 
 森山さんのところは、今、「能登スタイル」

という能登の魅力を発信するホームページを

やっていらっしゃいます。それはなぜ、そこ

には「能登スタイル」の考えている価値、コ

ンセプトはどのようなものであるか。その辺

のことを少しお話しいただけますか。 
 
【森山】「能登スタイル」というのは能登の

ライフスタイルのことを縮めて言っているわ

けです。私自身は今日、七尾から来ました。

能登での暮らしぶり、能登での時間の過ごし

方、能登で食べているもの、使っているもの

などなどが、実はこれから能登以外で暮らし

ていらっしゃる方々の生活にとっても、価値

のあるものになるのではないかという考え方

で、能登での暮らしやライフスタイルを新し

い切り口で発信している事業です。これは能

登半島全国発信プロジェクトの一環でやって

いるのですが、ホームページがあります。そ

のホームページの中で、能登のさまざまな情

報を取材して載せています。 
 その取材して紹介した情報の中で、実際に

売れるものがあった場合は、これをストアで

売っていこうということで、ネットショップ

の開設の準備をしています。能登の穴水の高

尾商店の味噌、輪島のいしるなどです。私た

ちにとっては普段のものですが、見せ方を変

えたり、コピーをきちんと考えたりして、最

後まで食べつくしたり、古いものを大切に使

うという考え方が、エコやロハスと言わなく

ても、普通に息づいている能登の暮らしに少

し目を向けていただこうというものです。 
 私自身は能登スタイルストアの部分の運営

をやらせていただいています。その中で、や

はり地元でそういった商品を作っていたり、

食を生産している方々と会うことになります。

そのような方々とお話をしていく中で、また

新しい、「あっ、こんなものがあったんだ」と

か、今まで何気なく食べていて自分たちは普

通だと思っていたものが、都会の人たちにと

っては、非常に珍しいものだったということ

が何度かありました。 
 今まで自分の見方というものが、自分たち

の今までの経験の中であるのですが、別の見

方を持っている人たちと一緒に地域を歩いて

みるなど、別の視点を持っている人たちと活

動してみると、発見が起こるので、よく地域

づくりで「風の人」と言うのは、そういった

所以かと思います。 
 ですから自分たちが当たり前だと思ってい

ることに、もう一度光を当てるというか、価

値を見い出すということを、今やっているの

かなと思っています。 
 
【赤須】変な言い方をしますが、どこにでも

あるような味噌が、能登の味噌ということで、

売れるという確信はどこにあるのですか。 
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【森山】地元の人たちがこんなふうにして使

っています、こういうふうに料理をして食べ

ていますということをできるだけ具体的に取

材して、教えてあげるということを間に挟ん

でいます。味噌だけ見せてもよく分からない

ので、使い方やそれをめぐる物語だとかとい

うところが、いろいろな人にとって魅力に感

じるだろうという確信の下でやっています。 
 
【赤須】聞きたい部分がたくさんあるのです

が、次は近藤さんにお願いできますか。近藤

さんは食に関わる商品化に取り組まれている

とお聞きしています。地元にある食をどう商

品化していくか、どこに価値を見つけて商品

化していくかというようなことをお話しいた

だければと思います。 
 
【近藤】私は松任農業高校（現・石川県立翠

星高等学校）で食品制度をずっと担当してま

いりました。初任が柳田農業高校で、終わり

も柳田農業高校校長で終わりました。教員と

しては初任校でスタートして、初任校で終わ

ったわけです。松任農業高校には３０年ほど

奉職していましたが、私は「食品ばか」とい

っていいくらい、食品のことしかよく分から

ない人間です。 
 そういう関係もあり、石川県産業創出支援

機構（ＩＳＩＣＯ）に来てくれないかという 
ことで参りました。そこで最初に言われたこ

とは、「近藤さん、あなたはいろいろなものを 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全体の様子 

作ってきて、いろいろなことをしてきたけど、

あなたが作ったら駄目なんだ。企業なりにい

ろんな人にどういうふうに作るかをきちんと

指導してくれ」と言われたのです。 
 初めはそこのところが納得いかなかったの

ですが、だんだんやっていくうちに分かって

きたことは、経験的ないろいろなものを作る

ことはできるけれども、それがどういう形で、

どういうふうになっていくという理論的な、

あるいは科学的な形できちんと作っていける

人は極めて少ないということです。 
 もう一つ、私がいるところは、県立大学の

敷地内にあるインキュベーション施設ですが、

そこで皆さまと大学との連携をやっています。

大学の方はものづくりができないのです。ど

ういうふうに作っていこうかということは皆

さんに任せられて、その作ったものを大学が

価値のあるものかどうか評価したり、こうい

うことができるのではないかということがで

きるのです。その間をつないでいく場合に、

ものづくりということがこれから一番大事な

ことになってくるのではないかと思います。 
 先ほど森山さんの話で味噌の話が出てきま

したが、能登の味噌は全国的には極めて珍し

い味噌です。普通は塩が多くて麹が少ない。

これは仙台系の味噌です。塩が少なくて麹が

多いのは、京都の西京系の味噌です。信州味

噌はその間で、中ぐらいの塩と中ぐらいの麹

です。能登の味噌は塩が多くて麹も多い。ほ

かの味噌から、ぽんと外れているのです。も

ちろん１年で熟成できるわけではないですか

ら、２年間ねかせます。そして、ずっと味噌

を取っていくと、最後にはダイコンが入って

いたり柚子が入っていたり、その下に塩があ

るのです。またそれで次の味噌を仕込んでお

く。だから、長年伝わってきた伝統的な微生

物がその桶の中にいる。形態的にずっと繋が

ってきた味噌なのです。柚子の丸のままがぽ

んと味噌漬けになっているのです。それは細

かく刻んでご飯に載せて食べてもいいし、イ
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ワシ団子の中に少し入れると非常においしく

なります。鶏つくねに入れてもおいしいです。

だから松任の吉田醸造食品の吉田社長は、「あ

そこの味噌は塩辛いけれど、ものすごく伸び

がいい。やはり能登独特のものだ」と。私は

いろいろなところを歩いていくと、そういう

ことがよく見えてくるようになりました。 
 能登は山菜王国で、奥能登農林事務所でウ

ドとか、フキとか、ギョウジャニンニクとか、

いろいろな山菜を栽培試験しています。それ

を農家の方へどんどん配布していきます。と

ころが、どんどんそういったものが育ってき

たら、もともと能登には山菜が多いのですが、

富山の方からマイクロバスでいろいろな人を

乗せてきて、がばがばっとウドなりを採って

いってしまうのです。湯涌の方でもそういう

ことがあります。ではどうするか。やはり作

ったものは一次加工でも何でもして、それを

金沢周辺の企業で商品化して売ってもらえば

いいだろうと。物を作るのはそれらが軌道に

乗ってから、自分たちで工夫すればいいとい

う。今のところ能登はそういう形で、事例１

として教えています。 
 ２番目の事例は加賀の方です。「ごはんばー

がー」はご存じですね。あれは最初、話を持

ってきたときは「おこめばーがー」だったの

です。私は「その名前は駄目。お米は食べら

れない。ご飯なら食べられる」と言ったので

す。すると、「ライスバーガー」という話が出

たのですが、これは商標登録されていて駄目

なので「ごはんばーがー」という名前にした

ら、軟らかくなって食べられるという形で、

うまく進んでいきました。バーガーですから

中に入れるものを、何か考えなければいけな

いと。やはりそこは「おくもじだろう」と。

だからおくもじを入れる。「丸いも」も入れる。

そして、世の中はコシヒカリ一辺倒ですから、

私の持論としては、すしに合うお米は何、握

り飯に合う米は何、雑炊に合う、チャーハン

に合うなど、米の種類によって食べ方もいろ

いろあるだろう、それを考えなければ駄目だ

と。それで、「ゆめみづほ」をそこに使うよう

にしたのです。そのほかいろいろ農林の方と

掛け合いをして、補助金をいろいろ取るよう

にして、今のところかなり進んでいます。 
 もう一つだけ。まちづくりとか何とか言う

のですが、やはりアピールする品物がないと

いうところがいっぱいあるわけです。そこで、

野々市の例を申します。インキュベーション

施設は、野々市が非常に力を入れているので

すが、やはり野々市に返さなければいけない

なと考えていたのです。そこへ、野々市の役

場の方から、野々市のブランドになるものが

何かないか、中村酒造の工場が清金にあるの

で、そことタイアップして何かできないかと

相談を受けたのです。では野々市ブランド酒

を少し考えてみましょうということで。 
 酒を作るときには酵母が要ります。野々市

の町花はツバキです。そこら中にツバキを植

えてあるのです。県立大学の矢野先生と久田

先生に、ツバキ酵母を分離してもらえないか

と。１００ほど分離し、次にスクリーニング

というのですが、酒に合う酵母をその中から

選んでくる。五つほど選びました。ツバキ酵

母をまず分離した。それを次にどうするかと

いうと、酒米を野々市の農家に栽培してもら

おうと。三納さんがそれを引き受けまして、

ちょうど収穫されました。今、中村酒造と県

立大で小仕込み試験といって、この米とこの

酵母でどういう酒ができるか、どういうもの

にすればいいかということをやっている最中

です。多分、１月か２月に本仕込みに入って、

３月の「椿まつり」にはそれが発表できる段

階になっているかと思います。 
 価値というものはどういうふうにとは私の

方から言えませんが、今の三つの例から、ど

こにそういう価値が見い出せるかということ

を皆さんでお考えいただきたいと思います。 
 
【赤須】近藤さんからお話していただいたこ
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とで一つ、大事なことに気付きました。それ

はやはりコーディネーターの役割が大事であ

るということです。非常に高度な専門知識を

お持ちの方が、地域にある資産（財産、資源）

を、これとこれというような大きな大局観を

持って結び付けていく作業を近藤さんはされ

ているとお聞きしました。そういった存在が

ぜひ必要であるということです。しかもたっ

たこれだけの出会いで、森山さんと近藤さん

が、味噌で結び付いてしまって、これでもう

能登の味噌は、すごい価値が付いた、箔が付

いたというぐらいのものですね。 
 
【谷内】ぜひそこに、能美の柚子も一緒に入

れてください。 
 
【赤須】そうですね。繋いでいく役割をする

人の重要さ、大切さというようなことについ

てお話しいただいたと思います。 
 次に谷内さんにお願いしたいのですが、谷

内さんは七尾のＴＭＯにお勤めです。七尾の

まちづくりをいろいろな面から見てきたと思

われますが、七尾のまちの中に、あるいは街

並みの中に、どういう価値を発見されてきた

のか、それをどう伝えてきたのかというよう

なことをお話しいただければと思います。 
 
【谷内】七尾まちづくりセンター（ＴＭＯ）

というものがあります。中心商店街は、昔か

らの港町の旧地区で、城下町の人が一番たく

さん住んでいた地域ですが、そこがやはり商

店街も随分と人が来なくなって、どんどんま

ちもスプロール化というか郊外化していきま

す。郊外に車で行くような大型店もたくさん

出てきて、まちなかはどんどん空き店舗だら

け、シャッター通りになってきた。さらには、

子どもたちも減っていくし、住んでいるのは

本当に一人暮らしのお年寄りばかりという。

実は七尾のまちなかは、七尾市全体を見ても

非常に高齢化率が高いところです。今日行っ

た仏大寺の地区も高齢化率が高くて、「あと、

１０軒なんですよ」という話もありますが、

実はまちなかも同じくらいひどいです。そう

いう地区をどうまちおこしをしていこうかと

いうことで設立された会社で、今いろいろな

取り組みをしています。 
 とはいえ、その地区は非常に長い歴史の中

で、昔からあった地域ですから、祭りとかい

ろいろな伝統文化が今でも息づいていて、そ

れこそ「祭りができないようになったら、こ

のまちは終わりだね」と。横でうなずいてい

る森山さんがいますが、七尾にある青柏祭と

いうでっかいやまがありますが、あの「でか

やま」が運行できなくなったら、このまちは

多分もう死ぬだろうと。けれども、祭りだけ

は頑張ってやっていこう、祭りがあるから帰

ってくるという若い人もいたりして、本当に

祭りというのは一つの大きな地域のソーシャ

ルキャピタルになっているのだろうと思いま

す。 
 ６年前にやってきまして、非常に感動した

のです。実は、祭りの日に森山さんの家に呼

ばれたのです。そうしましたら若い人たちが、

そのときだけ帰ってきているわけです。「能登

の花ヨメ」という映画を観られましたか。あ

まり加賀の人は見ていないのでしょうか。「能

登の花ヨメ」という映画を見ると、僕らは涙

が出てくるのですが、祭りになると皆、帰っ

てくるのです。キリコを担ぎにとか、でかや

まを引っ張りに。本当にそのとおりで、その

ときには皆さんわっと帰ってきて、この町は

こんなに人が多かったのかというぐらいに人

が多くなるのですが、祭りだけは本当に一つ

の地域の繋がりを維持してくれている文化的

装置なのだろうと思います。それにふれたの

です。 
 そうしたときに、七尾のまちで、若い人た

ちが帰ってきて、しかも、ある歌があるので

す。木遣りという歌があるのですが、その歌

をみんなで振りをつけながら歌って、周りの
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大人たち、子どもたち、おじいちゃん、おば

あちゃんみんなが手をたたきながら、掛け声

を掛けながら歌っている姿に、僕は涙が出て

きました。そういう民謡をみんなで歌える地

域はすごいですよね。僕は沖縄ぐらいしかな

いのではないかと思っていたのですが、能登

にそんな地域があった。これはこの地域で何

かできるのではないかというのが、最初のこ

の七尾との出会いでした。 
 その価値ですが、やはりそういうものを大

事にしているところは、やはり潜在的にいろ

いろな力を持っていて、歴史が長いからこそ

そういうものがあるわけで、そこの歴史をき

ちっと掘り起こさなければいけないというこ

とが、七尾のまちなかで私が最初に感じたこ

とです。ここは歴史的価値を軽んじていると

いうことが、最初に感じたことです。 
 水野さんの分科会ではグラフィックやスペ

ースなどの話がありましたが、やはり建物に

スペースの歴史が刻み込まれている。空間の

中に建物が残っている、古い建物が残ってい

る、これをきちっと現代でも使っていく、使

えるように維持していく。金沢は今、町家を

一生懸命頑張ってやっていますが、七尾も本

当に町家が多いところです。大聖寺もいっぱ

いありますね。こういうものをきちっと空間

の中に歴史の記憶として残していく、そして

それを使っていくことが大事なのだろうと、

まちの記憶をきちっと刻み込んでいる建物を

もう一回掘り起こすことが、最初に取り組ん

だことでした。 
 具体的にいえば、今一本杉通りという通り

が七尾のまちなかにありますが、ここには現

在登録文化財に登録されている、いわゆる町

家、蔵の建築、それから偽洋風建築とか近代

建築、看板建築とかいろいろな建築の種類は

あるのですが、そういった少し港町で新しい

建築様式をどんどん取り入れながらも、でも

やはり構造躯体自体は町家なのです。そうい

う面白い建物がいっぱいある。これをまちの

人がやっていく中で文化財にしていこうと。

ただ文化財登録しただけで終わりではつまら

ない。何かこれをみんなで歩いて回れるよう

にガイドツアーをやろうではないかとか。そ

うなると鶴来にも似てくるのですが。 
 そういう中で一度イベントができないか。

何を飾ろうか。ひな祭りをやっているところ

がある。でもひな祭りでは二番煎じですよね。

何かいいことがないかといってやったのが花

嫁のれんでした。花嫁のれん自身は多分こち

らの地域にもありますよね。別に能登だけの

ものではない。一本杉だけではないはずなの

ですが、それをいち早く取り上げたのです。

今、通りに何軒もあるお家で飾っていますが、

最初は５０軒で１００枚ぐらいでした。自分

の持っている花嫁のれんを自分のお家の中に

飾って、それを「どうぞ」とお家をオープン

にして見せてあげた。これが最初でした。 
 人がやって来ると、やはり皆さん元気が出

てくるのです。初回は人が来ないと思ってい

たのに、結構来てしまったのです。来てしま

ったら、やはり皆さん、「これはちょっと、ち

ゃんとやった方がいいかな」ということで、

それまで看板が曲がっていたのも、きちっと

直したりとか、商品にほこりがかぶっていた

のもほこりを落とすようになったり。今日、

仏大寺のおばあちゃんも元気な顔をしていま

したが、やはり人がやってくると、お化粧の

一つもするわけです。やはりそういうことだ

と思うのです。やはり外の人から「いいね、

ここ。素晴らしいね」と褒めてもらうと元気

をもらえるのです。そういうことが多分、七

尾で起こったことだと思います。 
 現在、花嫁のれん展は期間中（１４日間）

に８万人の人が来るようなイベントになりま

した。先日は東京でこの花嫁のれん展を１週

間やり、３０００人の方が訪れました。この

方々はきっと来年、能登に来てくださいます。

「能登空港があるのをご存じですか」とアン

ケートを取ったのです。すると、東京の人は
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６割も知りませんでした。「能登ってどこです

か。石川県ってどこでしたっけ？」という世

界なのです。直接行って、出会ってそこでお

話をして、関係ができてということを逆にや

っていったのですが、やはりその価値ですね。

自分たちには実は価値があるのだということ

を教えていただいたのは、実は外の人からで

した。私も歴史に興味をもっと持って、歴史

を掘り起こそうと言ったのは、私も当初は外

の人だったからです。その中から、皆さんで

一生懸命勉強しながら磨いていった。今日は

磨くという話もこの後出てくるだろうと思う

のですが、発見してそれを最初はばか者かと

言われながら、声高に、「いや、これは絶対に

価値があるって」と言いながら、みんなで磨

いていくと、やはり褒めてくれる人が出てく

るわけです。褒めてくれる人が出てくると、

やはり元気も出てくるし、もっと褒めてもら

えるようになる。その善循環ができていく中

で、価値はいよいよ高まっていく、定まって

いくような気がします。 
 
【赤須】ありがとうございます。地域の中に

ある古い建物を、文化財として新たに価値を

付けたということ。さらにその点在する価値

を発信するために、イベントを企画したとい

うこと。それが好循環を生み、人が来る。人

が来るとまちの人が元気になっていったと。

非常にうまく回っていったと思います。うま

くいった原因は何かというと、それは多分、

私が思うには、やはりきっちり歴史的なもの

が背景にあるということ。それから祭りが維

持できるようにコミュニティの力がしっかり

していて、そういう資産、財産をきれいに守

っていたということが根本にはあるのではな

いかと思います。イベントはとかく一過性と

いうような批判的な見方をされますが、基本

がしっかりしていると、イベントはかなり力

を発揮できるものではないかと、谷内さんの

お話を聞きながら思いました。外の人が価値

を気付かせるということ。先ほど森山さんも

そういうことをおっしゃいましたが、どうも

その辺がポイントになりそうです。 
 辻さんは中の人ですが、先ほど随分、お話

していただいたので、今度は具体的な、何か

商品の話、このようなものが売れたというよ

うな景気のいい話をしていただけませんか。 
 
【辻】私は高校を卒業してから東京に１３年

いまして、鶴来に平成元年に帰ってきたので

す。Ｕターンなので、外を１回見てから、中

に入ってきました。 
 鶴来というのは実はマルエーの本店も鶴来

です。鶴来信用金庫ももちろん鶴来ですし、

コメヤ薬局も今、２５店舗ほどありますが、

鶴来が本店です。高野酢さんは知っています

か。鶴来です。世界一のお酒を出した菊姫も

鶴来です。酒造メーカーで県内第２位の萬歳

楽も鶴来です。こうやって数えていくと鶴来

にはいっぱい、いろいろなものがあるのです。 
 平成元年に帰ってきたときに、あまりにま

ちに元気がなかった。僕が帰ってきてから、

マルエーの社長や、コメヤの今の社長をして

いる兄ちゃんに、「何でまちがこんなになった

んだろう」と質問しても、商売熱心なのか誰

も動いてくれない。実は私は今でも学習塾を

しておりまして、それをやる傍ら、昔はこう

だったという、歴史を全部掘り起こしてみて、

何に価値があるのだろうということをやり始

めたのです。それが今のきっかけになりまし

た。そういうことで、まちのいいものをもう

一回見直そうということから始めて、今、こ

こに来ているのです。 
 共通一次世代をご存じですか。実は彼とは

高校の同級生なのですが、私たちの一つ下か

ら実は共通一次が始まったのです。今、鶴来

は青年団もまだあります。毎年「ほうらい祭

り」をしていますので。全国では崩壊した青

年団がいまだにありますが、今、鶴来商工会

という商工会のメンバーでいうと、私らの下
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はもう全然駄目なのです。よく先輩が後輩を

見て、「おまえら駄目だ」という駄目ではなく

て、本当に駄目なのです。鶴来では１９９０

年に現代アートをテーマにヤン・フート氏を

呼んで、まちなかに現代美術をやりました。

今の八尾とか全国でやっている、あれのはし

りを５回もやったのです。まちづくりをやっ

たにもかかわらず、今、それが続かない。実

は僕らが商工会青年部を卒業した次から、も

うやらなくなったのです。人のために汗がか

けない。自分のことで精いっぱいと。彼らの

言い訳も、今、この景気の中でかわいそうで

すが、人のために何とかするという意識が非

常にない。今年２１００年祭という白山比咩

神社の式年大祭があり、加賀白山おったから

祭りとぶつけてやりました。おったからとい

うのも、伝統芸能とか白山を囲んだいろいろ

なもので、いいものを見つめ直そうというこ

とで４年目に入りました。しかし、声を掛け

てものってくる人間がいないのです。会合に

も出てこない。そういう非常に困っている状

況なのです。 
 地域づくりをするときには、やはりどうし

ても人が必要なのです。自分の家族を顧みず

でも、ばかみたいにやる人間が３人はいない

と駄目です。これは大聖寺で船を浮かべてい

る団体を知っていますか。あれだけ新聞に船、

船とよく出て、新聞社もいいかげんにしろと

思うくらいに船の記事が出ますね。あれをや

っている人たちは、船を２台１５０万で、自

分たちがお金を出して買ったのです。行政が

金を出してやるので加わらせてくれと言って

も、「市の金が絡むと、ひもが付くので駄目だ。

自分たちでやる」というので、１０人で金を

出して買いました。そういうことをやってい

る、瀬戸さんという、よく新聞に出ているあ

の人が言っていました。実は何をするにして

も、会議を開いて相談すると、だんだんマイ

ナスしかないそうです。だから、やると決め

たら、買ってしまい、それから金策を考える

と。本当なのです。 
 その話も一理あって、こういう地域づくり

でいろいろな話をしても、みんな同じことを

言うのです。結局は話合いをしても、だんだ

ん尻すぼみで、「いやあ、そんなことをやって

も、ちょっとうまくいくか分からない」とか、

そのような話ばかりになって駄目になるので、

もう考えない。やるならやると。そういうこ

とを実践していくのも一人はいないといけな

いと。 
 私は「ごはんばーがー」を作った人たちも

よく知っているのですが、私はおはぎソフト

というものをしました。ソフトクリームに日

本で初めておはぎを入れた。おはぎ屋なので

おはぎを入れるという。それで爆発的に実は

売れて、１日４００本という日もありました。

３００円が４００本売れたら、単品で１２万

円の売り上げです。すごいです。ゼロのもの

がそれだけになる。それも、実は発想ももち

ろん大事ですが、ベースは今のおはぎ屋とい

うのは、昔おはぎを売っていたのです。芝寿

しの元になったと、芝寿しの会長も来られて

言っていましたが、そういう過去があって今

があると。何も結び付きがないのに、やって

も駄目なのです。やはり鶴来でコロッケをし

ても駄目なのです。何かがないと駄目なので

す。やはり商品づくりとはそういうものです。 
 今ひそかに売れているのが、笹寿司を押す

押し型です。１２個とか２４個という。それ

はいつもお客さんと接していて、「１升や２升

は持っているけど、こんなもの、年に１回し

か出せない。小さいものを作ってくれ」と言

われて、作ってくれる人がいたので、作った

ら爆発的に売れています。中身の笹寿司も売

れているので、笹寿司だけで、今、すごい売

り上げがあります。 
 鶴来は笹寿司の元なのでということで始め

たのですが、先ほど森山さんがストーリーと

言いましたが、物語があったりすれば、それ

に着目してうまく売り出す。それはマスコミ
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を使うと、実はわれわれ、まちの駅もＪＲが

３カ月宣伝してくれまして、北陸３県の主要

駅に全部、鶴来のパンフレットを置いてくれ

たりしてくれたのです。頑張っているとどこ

かが飛びついてくれて、それが相乗効果でど

んどんいくということも一つです。うまく行

動を外に発信するということも非常に大事か

と思います。それが自分たちの力になって、

また先に進める。 
 そして、やはり実績、売れるものを作ると

いうことも非常に大事なことです。実は僕は

多摩ニュータウンに行きました。中国の食品

事件から、「顔が見えない、どこで作っている

か分からない、誰が作っているか分からない

ものは、買いたくない」という人たちが、あ

の団地にいるのです。３０万人。周辺を入れ

ると１００万人。その人たちが例えば鶴来の

米を買ってくれれば、それだけでお米屋さん

はやっていける。そういう事業をやろうとし

ています。能登よりも先に、もう僕は現地に

行きましたので（笑）、１２月からやります。 
 やはり、人というのは育てるものでもある

けれども、素質を見抜いて、こいつならだま

されるだろうという人間をつかまえる（笑）

ということも一つかなと思います。一応地域

づくりには大事です。だますのも大事。抜け

ないようにするのも大事だと思います。 
 
【赤須】ありがとうございます。辻さんのお

話の中で一つ感動的なことがありました。そ

れは、人のために何かをするということは非

常に価値があるというお話です。そのとおり

だと思います。これは共に助け合う、共助と

いう言われ方をしています。公で助け合う公

助に対して、自分たちや家族で助け合う自助

とか互助ということがあるわけですが、その

ちょうど中間辺りに共助があり、そこのとこ

ろにやはり価値があるのではないか。これは

現代的な新しい考え方であると、私は思って

います。そこが地域づくりのポイント、要で

はないかと思いながらお話を聞いていました。

ありがとうございます。 
 さて、お待たせしました。水野さんには先

ほどから出てきた町家とか土蔵のところをよ

くやっていらっしゃるので、その辺でどうい

う価値を見つけ、どのようなことをしている

のかというお話を。 
 
【水野】町家だけに絞ってお話しします。金

澤町家研究会を３年前に立ち上げて、今年２

月にＮＰＯになりました。市民や大学の先生、

学生たちとグループを作っています。なぜこ

ういうものを作ったかというと、金澤町家と

いうのは、昭和２５年以前に建てられた住宅

をいうのですが、毎年３００棟ずつくらい、

極端に言うと毎日１棟ずつぐらい壊されてい

るのです。最近、うちの近くでも壊されまし

たが、そういう動きが止まらないのです。な

ぜかというと、一つはやはり町家を持ってい

らっしゃる方が、「こんなばたばたな家なんか

誰も借り手はいないだろう。売れないだろう」

という思い込みがあるし、不動産屋に相談し

ても、不動産屋は「面倒くさいし、壊してし

まいなさい。壊して駐車場にしてしまいなさ

い」と。駐車場にして借り手がいるかどうか、

今はもう分からない状況ですが、不動産屋は

そう言うのです。一方で、若い人たちを中心

に、そういう町家におしゃれに住みたい人た

ちがたくさんいらっしゃる。そういう人たち

が繋がらないのです。住みたい人、持ってい

る人が繋がらない。だから壊されていくので

す。 
 金沢の市民芸術村に金沢職人大学校という

のがあります。そこは、１０年ぐらい仕事を

なさっていた方を再教育する学校です。金沢

市長が作られました。そこは３年間勉強しな

ければいけないのです。各業界から推薦され

た、腕のある人を再教育して、もっとスキル

アップするわけです。その人たちは修復専攻

科というところで、町家などを修復する技術
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を３年間学ぶのです。そうして学んで卒業し

ても、修復する現場にありつけないのです。

せっかく技術を持っているのに、それが仕事

にならない。そういう人たちもいるのです。

だから、町家というまちの資産もあるし、そ

ういう技術を持った人の資産もあるのだけれ

ども、それが繋がっていないのです。 
 それが問題だということで、今、活動をし

ていて、「町家巡遊０８」というのをしました。

準備期間は１カ月半だったのですが、いろい

ろ呼び掛けをすると助けてくださる方がいて、

１カ月間、４０ぐらいのプログラムをしまし

た。なぜこのイベントをしたかというと、町

家というもの自体、まだまだ市民の人たちが

知らないので、それを知ってもらおうという

狙いがあったからです。いくつかあるのです

が、町家拝見というのは、普通の生活をして

いる町家に、つかつかと入っていき、お宅を

見せてもらうのです。このようなことはなか

なかできないだろうと思ったのですが、協力

してくださる方はたくさんいらっしゃって、

十数軒見せてもらったのです。普段見せても

らえない家に入れるわけですから、たくさん

見にいらっしゃるのです。あるお宅は、そこ

に北欧のアンティーク家具を入れて催しをし

たのですが、２日間で３００人来ました。普

通のモデル住宅でそれだけ入るところは絶対

にないです。そのぐらいやはり皆さん関心が

あるのです。 
 あるいは、住みたい町家を探そうという催

し、プログラムは、不動産物件に挙がってい

るもの、借家とか売買する物件を、普段はな

かなか不動産屋に行って「見せてください」

と言えないのだけれども、その日限り５～６

軒をオープンにするので、好きな時間に来て

くださいというふうにしたのです。すると、

高山からもいらっしゃっていました。２回い

らっしゃいました。もう住みたいのです。多

分その人は東山に住むことになると思います。

そういうことも大事ですが、それを開けてお

くと、学生が当番をしているのですが、近所

の人たちが「何してるんですか？」と聞きに

くるのです。そして、「実はうちも空いてるの

が、あるんだけど、そういう引き手があるん

だね」となるのです。そうやって少しずつ広

がりが出てきました。 
 水引細工も掛けたのですが、デザインは置

いておいて、今回１カ月間やってみて、何と

なく町家に関してざわざわっとしてきたので

す。これをこれからもっともっと大ごとにな

るようにやっていくのですが、今年はとりあ

えずプレイベントとして準備したのです。来

年から本番をやろうと思っているのです。 
 町家で学ぶ。例えば建具職人の方に、町家

の工場でお話を聞くということをやりました。

すると、２０人ぐらいいらっしゃいました。

聞いてくださった方もいいのですが、そのお

母さんが押し寿司を作ってもてなしてくれる

のです。そうやって人が来てくれるのがやは

りうれしいのです。自分たちのことが誇りに

思えるから。そういうふうに動きが出てきた

のです。町家で学ぶ、町家でアートとか、そ

ういうことをやってきました。 
 私が言いたかったのは、先ほど、スペース

のデザインや、グラフィックデザインなどが

ありましたが、私はそういったことが得意な

のではなくて、仕組みをデザインするという

ことが得意なのでそれをしています。土蔵も

町家もそうですが、そういった資源を繋いで

いくことによって、町に魅力をつくるという

ことを考えています。今、私たちは町家研究

会というＮＰＯ法人ですが、もう一つ事業組

合、ＬＬＰを作ります。今、もう登記手続き

を始めましたが、町家研究会に相談に来た物

件をきちっと腕のある人に修復してもらおう、

改修してもらおうと思っているのです。職人

大学校を卒業した設計士の方がいらっしゃる

ので、その方々と組んで、相談を受けた設計

士が責任を持ってやる。仕事をするときは、

そこを卒業した職人さんでチームを作ってや
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ってもらう。そこでもう事業にする。ビジネ

スにするのです。そこまで持っていこうと思

って、この町家巡遊というイベントをやりま

した。それを少しずつ広げていこうと思って

います。 
 やはり生業にしないと、お金が落ちないと

いけないと思うので、イベントで終わらせる

つもりは全然なく、そういう方向に持ってい

こうと思い、町家巡遊といったことをやりま

した。 
 
【赤須】ありがとうございました。町家のこ

とで何となくざわざわしてきたという感覚が

すごくいいですね。静かに見えるところでも、

一滴垂らしていくと何か動き始めていくとい

うようなことがあるということ。 
 それと、水野さんがおっしゃった中で印象

に残ったのが、デザインはデザインでも仕組

みをデザインしていくということです。これ

はいろいろな事業をやっていく上で、継続さ

せていくために、あるいは持続させるために

は絶対に仕組みが大事です。最初は思いつき

で始めるわけですが、思いつきだけでは持続

しない。これがどう展開していくか。どうい

うふうに着手するかみたいなこと。あるいは

誰を巻き込むか。そのようなことを総称して

仕組みをデザインするとおっしゃったのだろ

うと思います。重要な視点であると思います。

ありがとうございました。 
 
■質疑応答 

【赤須】それでは、２周しましたところで、

フロアから少しこの人にこの辺のことを聞き

たいとか、私はこのようなことを言いたいと

いうことがありましたら、お手を挙げていた

だけますか。どなたでも結構です。はい、ど

うぞ。 
 
【質問者１】私は金沢大学から来ました佐川

と申します。５人の皆さんのお話、大変面白

かったです。それで質問をさせていただきた

いのは、今、学生にどのようにして地域の取

り組みを紹介できるか。彼らをどのように地

域の取り組みに夢中にさせることができるか

といったことを考え始めているところです。

アドバイスをしていただきたいのは、学生は

今どのような反応をして、彼らは結構役に立

つというとおかしいですが、結構熱心に取り

組んでくれるというような、実際の事例があ

りましたら少し教えてほしいです。 
 
【辻】実は白山市の白峰の方で金沢大学、法

政大学、金城大学、いろいろな大学が入って

きていまして、古民家を地元の有志で買い取

って、そこを大学の研究室にして活動してい

ます。来ている子たちは非常に一生懸命やら

れています。今、そこに白峰出身のうちの課

長がいます。それは自分の将来も見据えてか

どうかは分かりませんが、われわれのＮＰＯ

にも何回か金沢大学の学生が来たりしました。

例えば行政に就職したいということで、その

前にいろいろな形の活動をしている団体を見

たいなど、そういった目的を持って来ていま

す。そういう子たちは非常に一生懸命、研修

というか、いろいろなことをしてもらいます。 
 それと、去年、実は観光ボランティアの全

国大会が金沢であり、１０００人規模の全国

大会のときにも、金沢大学の神谷先生の学生

さんたち、１０人ほど、分科会に分かれて、

実はずっと作ってもらいました。大体ボラン

ティアというのは６０歳以上なので、パソコ

ンが触れない。パワーポイントが作れないと

いうことで、その場でパワーポイントを作り、

発表して、画期的なボランティアの全国大会

だったという評価を全国で受けました。 
 そういったことで学生さんができる活動、

それと自分の将来に活きるような活動という

形で、一生懸命している人たちはたくさんい

ます。われわれもそういった後継者をつくる

という意味では、大学の方と積極的にこれか
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らやっていかないと。人材を育成するという

こともやはり見据えながら。今の活動ももち

ろん一生懸命やらないといけませんが、それ

以上に後継者を育てていくという意味では、

大学と一緒にやっていくのが一番近道かと思

っています。 
 
【近藤】県立大学の動きとしては、援農隊と

いうサークルが千枚田の田植えや稲刈りに行

っています。それから中島の方のお熊甲（く

まかぶと）祭り、猿田彦に参加しませんかと

いうポスターなどかなり積極的に出ています。 
 それから、私が仕掛けた仕事なのですが、

マーケティング論が講義の中にあるのです。

その中で、農からいろいろな仕事をしていく

という社長さんが何人かいらっしゃるので、

講師として事例の紹介をしてもらっています。

大学ではそういう単発的は講師の謝金は打っ

ていないですから、中小機構の方で予算打ち

をするような形で進めました。１１月の末か

ら入り、ぶどうの木の本さん、丸八製茶の丸

谷さん、鹿西の軽部さん、小原蒟蒻（株式会

社オハラ）の小原さん、最後に学生の方でそ

ういうマーケティング論で、自分たちはどう

いう仕事ができるかというプランを作り、食

品協会の方々に発表する場をつくるという形

で今年は進んでいます。 
 
【質問者２】先ほどお祭りの話が出てきてい

ましたので、お祭りと民謡の関係を含めてお

聞きしたいと思うのですが、富山も非常に民

謡とかお祭りが盛んです。能登方面もお祭り

とか非常に盛んなので、感心して見に行って

いるのですが、どちらかというとこの加賀地

区というのは素晴らしい民謡もあるし民話も

あるし、すてきだなと思ってたくさんあるの

ですが、祭りにしても獅子舞にしても素晴ら

しいものがあるのですが、若者が減っている

ために獅子が回されないとかという在所もあ

るのです。だから素晴らしいものをもう少し

発掘し、輝かせるにはどういう仕掛けをした

らいいのか、どう若者にふっかけていけばい

いのか。その辺のところをお聞かせいただけ

たらうれしいと思います。 
 
【赤須】所属はどちらですか。 
 
【質問者２】私は能美市のまちづくり市民会

議の者です。 
 
【森山】能登のお祭りというのは、その祭り

をやる上で世代間の役割が必ずあるのです。

加賀のお祭りはそれほど詳しくないのですが。

本当に子どもから青年、壮年、お年寄りまで、

それぞれが役割を担うようにできているので

す。毎年同じことを何百年とやっているので

すが、飽きない。演出家がいないのに感動す

るということが繰り返されています。少なく

なったところを、層でいうと、多分、能登も

そうですが、最初に子どもが少なくなってく

るのですが、子どもが少なくなっても、おは

やしを教えるとか木遣りを子どもたちが歌う

などといったことを次の世代に継いでいくと

いうことをやめない限りは、繋がっていく。 
 あとは第１分科会で話に挙がっていたのは、

やはりやっている人たちが楽しんでいないと。

これはコミュニティビジネスの話でしたが、

眉間にしわを寄せてやっているところには誰

も寄ってこない。楽しんでやっているところ

には人が集ってくる。そういった意味では、

本当に能登の祭りは参加することで楽しめる

ので、最近は地域外の人が若い衆に交ぜてく

れということでやってきているパターンもあ

るようです。ですから、まずは楽しんでみる

ことかなというぐらいしか言えないのですが。

外の目から見て分かりますか。ずっと中なの

で、よく分かりません。 
 
【谷内】僕は七尾に外から来て、内になって

しまったのですが、結構、私が来てびっくり
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したのは、多分どこの地域も本当はそうなの

かもしれないのですが、ケーブルテレビで七

尾の方は準備段階からドキュメンタリー風に

映しているのです。祭りの当日の様子を流し

ているところは多いのですが。そして、その

映像をリクエストして見ることができるので、

親戚たちが正月に帰ってきたときなどに、み

んなで見て「あいつ、あんなに大きくなった

な」とか、いろいろ話して、それを見ながら

一緒に酒を飲んで、懐かしがっているという

場面が実はあります。どう輝かせるかという

か。やはりその中で準備からずっと関わり、

本当に１カ月も前から、地味な作業を一生懸

命やっている青年団の方々がいるわけです。

獅子舞でも、言うことを聞かない子どもに踊

りを神社の境内で毎晩１カ月間教えている兄

ちゃんたちとかがいるのです。そういう人た

ちがちゃんと映って、「頑張ってるね」と言わ

れる仕組みが、実はケーブルテレビだったり

するのです、能登島では。狭い地域で、大変

申し訳ないのですが。 
 でも僕はそれがすごく大事だと思っていま

す。だから、やはりどこかで見られているわ

けです。多分、地域の青年団で活動していて、

ただ教えているだけだと、誰も見ていないの

ですが、地元のケーブルテレビが結構こまめ

に取材に来て、子どもが泣きながら練習して

いるところを、パーンとたたきながら教えた

りしているのですが、そういう映像などもも

ろに映っているのですが、やはり感動的です。

毎年同じことをやっているのですが、人が替

わっていくのです。それが毎年記録として残

っていて、しかもリクエストができるように

なっている。「おらが頑張っていたときの映像、

ちょっと見てみんか」とかと言いながらリク

エストして、正月にみんなで見て楽しんでい

る。現代の機器を使いながら、すごくうまく

評価されるというか、認知される仕組みがで

きているなあと、私は非常に感心して見てい

るのです。 

 ですから、若い人が報われるような仕組み

というのでしょうか。七尾はたまたまこの間、

二十歳の皆さんが成人式を企画するので、実

は全国１位になったのです。そのときに、合

併して地区はみんな違うのですが、キリコだ

けは共通だよねということで、二十歳の若者

たちが舞台の上でキリコを担いだのです。そ

ういう取り組みが非常に評価されて、この間

日本一になったと表彰されていました。あの

ようなことがあると、やっぱりまたキリコと

かもっとやろうかと思いますね。多分、あれ

は公民館の生涯学習課の職員などが若い人た

ちをのせていったと思うのです。「自分たちで

企画していいんだよ」という中で、キリコを

担ぐなど、前代未聞だったわけです。でも、

借りてきて担いだのです。そういうことがや

はり評価にも繋がったので、きっと彼らは、

成人式のときだけでなく、少なくとも毎夏、

キリコを担ぎに帰ってくるような気がします。 
 
【辻】文化庁の事業で、実は伝統芸能などを

残すので補助金を出すという事業もあります

ので、そういうところから攻めていくという

ことも一つです。われわれの加賀白山おった

から祭りというのは、地元にある加賀の獅子

舞などの祭りを残そうというものです。こう

いう機会に参加するということも一つです。 
 ここに行政の方が結構いらっしゃいますの

で言いますが、われわれみたいな活動をして

いる人間に、情報を提供してくれないところ

が多いのです。実は鉄道廃線のときも、北陸

鉄道が２２日に発表したときに、１０日以内

に国に意見書を出さないと１年未満で廃線が

決定すると。そういう情報は３１日に受けま

した。１日付けの消印までＯＫで、それ以外

は受け付けられませんというようなことで、

慌てて文書を作って出しました。行政の方も

こういう活動をしている人たちにもっと情報

提供をしてもらわないと。 
 実は第４分科会で出たのが、実は今、農協
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とか商工会とか観光協会とか、既存団体で仕

事をしていると、もう地域はつくれないと。

もう取っ払って農協だろうが商工会だろうが

何であろうが、みんなで動こうと。小泉さん

以来、民間はそういう流れにどんどんなって

います。でも、行政は相変わらず縦がずっと。

当たり前の話ですが。でも、そこがもう少し

何かならない限り、地域づくりはうまくいか

ないのではないかと。私は県庁に行くと１４

階から８階ぐらいまで、いろいろな課と関わ

りがあって、上から順番に下りてきますが、

それくらいわれわれにとっては一つの団体が

いっぱいの課と関わっているのです。でも、

一つの課はわれわれの団体と一つでやってい

ますので、全然横の繋がりがない。それを何

とか取っ払ってくれるような行政の工夫もし

てくれないと、いくら協働といっても、協働

できないという現状があります。 
 今、祭りの話も文化庁のそういう補助金が

出るというのもご存じではないですよね。 
 
【質問者２】知っています。 
 
【辻】知っていますか。そういうことを見つ

けてやるとか、いろいろな方法はあります。

来年、白山市では全国獅子舞フェスタを開催

するそうですが、そういう情報をいち早くキ

ャッチして、そういうところに参加するのは

どうでしょう。 
 
【赤須】ありがとうございます。時間が少し

超過してしまいましたので、この辺でまとめ

てみたいと思います。 
 先ほどの祭りのことですが、私も実は珠洲

の方の祭りが存続不能になっていて、どうし

ようという相談を受けていて、少し考えてい

るのです。今の話を聞きながら思ったのです

が、地域の中にインフラがあって、コミュニ

ティが守られているところは、祭りもうまく

機能しているということだろうと。つまりイ

ンフラがあって、その上に文化があるという

ことです。だから、祭りとか民謡そのものだ

けをとらえて、それをどうするかというのは

なかなか難しいのではないかと。祭りをとら

えて、何かをするのもいいけれども、その場

合はやはり地域の中のコミュニティをどうつ

くっていくかみたいな視点がない限り、なか

なか伝承していくことは難しいのではないか

と考えました。だから、珠洲でやることをも

う一遍見直そうかと、今、思っているところ

です。 
 今日はいろいろな事例をお話しいただきま

して、参考になったかと思います。しかしそ

れも、ぽつんぽつんと１個ずつ頭が飛び出し

ているものをお話ししていったと思います。

その背景にあるものを、どうしてその地域か

らそういうものが飛び出してきたのかという

背景をぜひくみ取っていただきたいと思いま

す。誰か突出した人がいて、いいアイディア

があって生まれた、うまくいったという面も

ありますが、やはりそれを生み出すバックグ

ランドは確実にあるわけです。それをぜひ見

ていっていただきたいと思いました。 
 そのバックグランドの根本にあるものは何

か。今日の議論の中で出てきたキーワードで、

新しい言葉として覚えていってほしいのが

「ソーシャルキャピタル」（社会関係資本）と

いう言葉です。森山さんが簡単に「繋がり」

と。繋がりの強さ、繋がりの深さとおっしゃ

いましたが、そのとおりです。いろいろなも

のが繋がっていくことで、「ちから」が生まれ

てくると。いろいろなものが繋がるというこ

とが大事なのです。地域の中に同じものばか

りがあって、同じものばかりが繋がってもあ

まり、「ちから」は出さない。多様なものを繋

げていくということをこれから心掛けていく

ことが必要ではないかと思いました。 
 長時間ありがとうございました。つたない

まとめではありますが、これでパネルディス

カッションを終わりたいと思います。 


